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2015年秋学期交換留学生76名が到着！

　2015年9月14日（月）、後期授業開始に合わ

せて交換留学生たちが来日しました。今期はアメ

リカ、フランス、ドイツ、中国、韓国、ベトナム、

シンガポールといった各協定校のほか、国費留学

や安倍晋三首相が発表した「アフリカの若者の

ための産業人材育成イニシアティブ」（ABEイニ

シアティブ）などを通じ、合計15の国と地域か

ら過去最多の76名の留学生を受け入れています。

彼らは半年から1年の間、各学部、研究科に分か

れて勉学や研究に励みます。

　この週はオリエンテーションウィークとして、

国際センター主導のもと学校案内や日本語クラス

グローバル人材育成関連

後列左から、加藤副学長、石井学部長、佐藤教授、武石副学長
前列左から、根本氏、福嶌氏、酒井総長・学長、成澤文京区長、瀬谷氏

本学学生チームがOECD Student Ambassadorに2年連続抜擢！

ダイバーシティ推進「HeForShe」シンポジウムを開催

～日本紛争予防センター理事長瀬谷ルミ子氏が講演～

　2015年9月 中 旬、OECD Student Ambassador 

Programmeに、本学学生チームの参加が決定し

ました。このプログラムは日本のOECD（経済協

力開発機構）加盟50周年を記念して2014年か

らスタートしたもので、OECD東京センターが選

抜した学生チームがOECDについて所属大学で広

報活動を行います。本学学生チームは昨年も参加

しており、活動終了時には特別賞を受賞しました。

　今回選ばれた第2期のチームは、サポートメン

バーを含む7名で活動します。アンバサダーとな

る中心メンバーは阪本圭汰さん（法3）と水越裕

太郎さん（法3）の2人。阪本さんは趣味の釣り

で訪れた東南アジアで貧富の差を目の当たりに

し、「途上国の支援を行っているOECDの活動を

広報したい！」とプログラムに参加。水越さんは

昨年の学生チームによる活動でOECDに興味を持

ち、「OECDのニュースを目にするたび、活動の

幅広さを実感しました。この驚きを、みんなにも

　本学は2010年6月より国連と世界の高等教育機

関を結ぶ「国連アカデミック・インパクト」に参

画しており、その一環としてUN Women「HeForShe」

キャンペーンに賛同しています。「HeForShe」は

UN Women（ジェンダー平等と女性のエンパワー

メントのための国連機関）が立ち上げたキャンペー

ンであり、女性への暴力の禁止、女性の経済的な

自立、政策決定過程や平和構築への女性の参加を

進めることが強調されています。このキャンペー

ンへの賛同促進活動として、2015年9月23日（水・

祝）に後楽園キャンパス3号館小ホールにて、「中

央大学・文京区共同企画国連創設70周年記念・

UN Women日本事務所開設記念　ダイバーシティ

推進『HeForShe』シンポジウム」を開催しました。

　当日は、加藤俊一副学長による開催の辞でシン

ポジウムが開会。酒井正三郎総長・学長が主催者

として挨拶を述べました。来賓として登壇した成

澤廣修文京区長、根本かおる国連広報センター所

分けテスト、履修手続きなどが行われました。ヒ

ルトップで開かれた歓迎会には今回来日した交換

留学生のほか、すでに本学で勉強中の留学生、留

学生たちの受け入れ準備をサポートした中大生、

Gスクエアのスタッフも加わり交流を深めまし

た。すでに数日間をともに過ごしてきた彼らは、

和気あいあいとした雰囲気で歓迎会を楽しんでい

ました。

　なお、本学からも学生たちを海外協定校へ派遣

しており、アメリカ、フランス、ドイツ、中国な

ど各国で留学生活を経験し、勉学にいそしんでい

ます。

伝えたい」と参加しました。彼らは2015年10

月から2016年3月までの間、「さらに広く、さら

に深く」を目標に、新しいアイディアを盛り込み

ながら広報していきます。YouTubeなどの情報発

信源を追加するほか、学外への出張広報なども積

極的に企画中。今後の活動にもご期待ください！

長の祝辞に続き、瀬谷ルミ子日本紛争予防センター

理事長が「平和構築に求められる多様性：紛争の

現場での女性の役割」をテーマに、世界の紛争地

での経験を踏まえた基調講演を行いました。

　その後のパネルディスカッションでは、瀬谷理

事長、成澤文京区長、福嶌香代子UN Women 日本

事務所長、根本所長、佐藤博樹中央大学ビジネス

スクール教授を交え、ファシリテーターを務めた

武石智香子副学長・国際センター所長の進行のも

と「『世界で活躍するアクティブ女子の育ち方・育

て方』 － HeForSheの役割 －」について意見交換が

なされました。

　会場には学生や本学関係者だけでなく一般の方

たちも多数来場したほか、少子化対策担当大臣も

務められた森まさこ参議院議員をはじめ各界から

祝辞が寄せられ、盛大なシンポジウムとなりまし

た。また、シンポジウムが同時中継された多摩キャ

ンパスGスクエアも、多くの来場者で賑わいました。
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